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本年度の主要建設資材需要見通しはセメント、生コンクリート、普通鋼鋼材にて増加 

～令和７年度主要建設資材需要見通しを算出～ 

 

 

 

 

主要建設資材の需要見通しは、建設事業に使用される主要な建設資材の年間需要量の見通

しを公表することにより、建設資材の安定的な確保を図り、円滑に建設事業を実施することを目

的としています。 

主要な建設資材の国内需要量については、「建設投資見通し＊」の建築及び土木の項目毎の

投資見通し額（建築補修（改装・改修）投資除く）並びに建設資材毎の原単位（工事費１００万円

当りの建設資材需要量）を用いて推計しています。 

令和７年度における主要建設資材需要見通し推計結果については下記の通りです。 
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○セメント  ３，３００万ｔ （前年度比：  １．１％） 

○生コンクリート ６，６００万ｍ３ （前年度比：  ０．５％） 

○砕石  ８，７００万ｍ３ （前年度比：   －％） 

○木材    ７４０万ｍ３ （前年度比：▲１．２％） 

○普通鋼鋼材  １，６７０万ｔ （前年度比：  ６．７％） 

○アスファルト     ８０万ｔ （前年度比：▲４．６％） 

※骨材は「砕石等動態統計調査」が終了したため、令和２年度より砕石のみを推計。 

※前年度比欄の▲はマイナス。 

※詳細は別添資料の通り。 

 

 

 

【問合せ先】 

  不動産・建設経済局 大臣官房参事官（建設人材・資材）付 企画専門官 小杉、資材係長 小林 

代表：03-5253-8111（内線：24863、24866）、直通：03-5253-8283 

 

令和７年度の「主要建設資材需要見通し」を算出した結果、本年度は主要建設資材６資

材のうちセメント、生コンクリート、普通鋼鋼材にて前年度を上回る需要の見通しとなって

います。 


